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⚫ 米国MLPは、エネルギー価格上昇による投資家センチメントが改善したことや堅調な業績等を背景に年初来で23.8％上昇しています。足元では世界経済の減速懸
念によるエネルギー需要の動向に注目が集まっていますが、今後については相対的に高い配当利回りが米国MLPの下支え要因となることが期待されます。

⚫ 米国MLPのバリュエーション（株価キャッシュフロー倍率）は、2022年7月末時点では5.6倍と、過去平均を下回る割安な水準にあり、魅力的な投資対象と考えられ
ます。

米国MLPのパフォーマンスとバリュエーション
2022年8月9日

次号はMLPの利益見通しと
株主還元策をご紹介

2022年初来の米国MLPは堅調なパフォーマンス

2022年初来の米国MLPは米国株・REITを上回る堅調なパフォーマンス。

足元の米国MLPのバリュエーションは過去5年平均を下回る割安な水準。

米国の主要株価指数の2022年初来騰落率 米国MLPのバリュエーション

【テーマ・レポート：今、米国高配当資産について知りたいこと】

（出所）ブルームバーグ （期間）2021年12月末～2022年7月末
※米国MLP：アレリアンMLP指数、米国株：S&P500指数、米国REIT：FTSE/NAREIT
オール･エクイティREIT指数、すべて配当込み
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（出所）ブルームバーグ （期間）2017年7月末～2022年7月末
※米国MLP：アレリアンMLP指数

＊バリュエーションは株価キャッシュフロー倍率（＝直近株価／予想キャッシュフロー（当年度））
1株当たりのキャッシュフローの何倍まで株価が買われているかを示す
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